
中小企業の後継者不足が社会的な課題となるなか、事業承継の新しい手段として「サーチファンド」
への注目が高まりつつあります。サーチファンドとは、経営者を目指す20代後半から30代の若手
人材（サーチャー）が、投資家（投資ファンドや個人投資家等）からの支援を受けながら、自ら経営したい
企業を探し、買収する仕組です。この仕組は、1980年代に米国のビジネススクールの卒業生から始まり、
個人が経営者を目指す手段の一つとして広がっていきました。
サーチファンドの一般的な流れは、まずサーチャーが創設したファンドへ、買収対象企業を探すため

の費用（サーチ費用）を投資家から募り、サーチャー自らが対象企業の探索や買収交渉を行います。対象
企業が見つかった段階で、投資家から買収費用の出資を受け買収をします。買収後はサーチャー自ら
が経営者として事業を運営します。投資家へは、配当や上場などにより資金を還元します（図表１）。
国内では、この仕組を中小企業における事業承継問題の解決手段として活用する動きが広がって
います。2020年には日本政策投資銀行などが設立したファンド運営会社が、サーチファンドの普及や
事業承継問題の解決を目的として、サーチャーの募集、サーチファンドへの投資や情報提供などの支援
を開始したほか、山口フィナンシャルグループなどが運営する投資ファンドから出資を受けた東京都
出身の30代の男性が、福岡県の土木事業会社を承継しました。
サーチファンドによる事業承継は、中小企業、サーチャー、投資家それぞれにメリットがあります。

例えば、①中小企業は、自社に合った人材に事業を承継でき、事業の独立性を維持できること、②サー
チャーは、早期に経営経験を獲得できること、③投資家は、初期コストを抑えて（少額なサーチ費用
のみ）優秀な人材に投資できるため、高い収益性が期待できることなどが挙げられます（図表２）。また、
地方にこの仕組が普及することで、地域企業の成長や、地域への優秀な人材の流入を通じて、地域経済
の活性化につながることも期待されます。
もっとも、国内ではサーチファンドに理解のある投資家が不足していることから、資金調達が容易

ではないのが現状です。一方、サーチファンドへの投資実績で先行する米国では、元サーチャーとして
成功した者が、投資家として次世代のサーチファンドに出資をする例がみられます。国内においても、
まずは事業承継問題に直面する中小企業や地域金融機関などが連携して実績を作り、サーチャーとして
の成功者の輩出や認知度の向上による、投資家層の拡大を図ることが重要です。
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我が国の死因上位は悪性新生物、心疾患、
脳血管疾患であり、これらは生活習慣と大きく
関わっています。国民の生活習慣病予防を目的に、
40～74歳を対象とした内臓脂肪に着目した特定
健診後の特定保健指導において、メタボリック
シンドロームや予備軍該当者への指導により
一定の成果が得られているものの、なお国民
医療費は増加の一途を辿っています。例えば、
三重県での糖尿病性腎症による年間新規透析
導入は206例（2015年）と報告されています。透析
患者一人の年間医療費はおよそ500万円超と
推定され、206例ではおよそ10億円超の医療費
となります。仮に早期の生活習慣改善指導に
より生活習慣病を予防することができれば、
国の医療費ひいては健康保険料の上昇抑制にも
寄与します。
厚生労働省の調査によると、メタボ及び予備群

該当者の60～80％が20歳の時より10kg以上体重
が増えており、非該当者よりも50ポイント近く
高くなりました（図表１）。

20代は中年以降の世代に比べて、代謝及び
筋肉生成能力が高いので内臓脂肪蓄積は低く、
免疫力は高い傾向にあります。従って疾病予防
のための健康への取組意識が弱く、そのこと
による健康相談の件数もわずかです。しかし
朝食欠食等による食生活の乱れや運動不足など
10代の頃よりも生活習慣が乱れている者が
増加しています。加齢に伴う身体的な変化により、
これらの望ましくない生活習慣の継続が内臓
脂肪の蓄積、メタボ等生活習慣病発症の原因へ
つながることは、特に男性における中年以降の
肥満者の増加傾向からも明らかです。
このことから、20代等若い世代への健康

教育は、生活習慣病等疾病発症の予防や医療費
の上昇抑制に寄与します。また、企業における
従業員の健康は生産性向上やひいては企業の
発展につながります。
そこで最後に、従業員の平均年齢が若年傾向

にある企業や健康経営を検討中の企業に向けて
実施可能な取組の一例を以下に提案します。

これらはごく一例ですが、若い世代の他、
幅広い世代への活用も期待し、企業が健康・健全
に発展されることを祈念します。

図表１ サーチファンドの概要図 図表２ サーチファンドのメリット

（資料）各種資料を基に三十三総研作成

図表１
メタボリックシンドローム基準該当者、予備
群該当者及び非該当者における20歳からの
10kg体重増加者の割合

（資料）各種資料を基に三十三総研作成

① 若い頃からの「予防」による疾病リスク回避の重要性の
教育として、新人等研修会での専門家による生活習慣
改善指導の開催

⑤ 運動レクリエーション企画やデスクワーク者の休憩時間
のウォーキング企画　 

④ 体重計、体脂肪計や血圧計の設置等健康への意識付け強化

③ 朝食欠食者に対してバナナや牛乳等の（嗜好品ではない）
簡易な朝食の提供、また勤務により遅い夕食となるもの
に対して夕方の簡易な食事提供により就寝前のまとまった
食事摂取量の減少につなげるための分食の支援

② 運動習慣への誘導を目的としたウォーキングシューズの
提供やスポーツジム等利用の斡旋

100
（％）

80
60
40
20
0

40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74（歳）

40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74（歳）

100
（％）

80
60
40
20
0

基準該当 予備群該当 非該当
（資料）厚生労働省「第26回保険者による検診・保健指導等に関する検討会」

男
性

女
性

【20歳から＋10kg】 中小企業

ファンド

投 資 家 サーチャー

①ファンド
   創設

⑦配当や上場、
　第三者売却に
　よる還元

③企業探索
　買収交渉
⑥企業運営
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④買収費用出資

⑤買収

・次期経営者となるサーチャーが直接買収交渉を行うため、現
オーナーが人柄や能力を見極め、自社に合った人材を選定し
承継することが可能。

・一般的なM&Aでは、承継事業は売却先企業の一部に組み込ま
れてしまうのに対し、サーチファンドでは、事業を独立して残す
ことができ、社名や社風が維持されやすい。

①中小企業

・若手人材が早期に経営経験を獲得する手段は、自ら起業すること
が一般的であるが、起業にはゼロから事業アイデアを作るといった
組織経営とは異なる能力が求められる。そのため、サーチファンド
で既存事業を承継することがより魅力的な選択肢となり得る。

②サーチャー

・当初の出資が少額なサーチ費用のみで、初期コストを抑えて
優秀な人材に投資できるため、高い収益性が期待可能。スペイン
のIESEビジネススクールの研究によると、サーチファンドが、
収益性で未公開株投資やベンチャー投資を上回るとの結果も。

③投資家
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